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事前申し込み不要 参加費は無料
相川駅と大学には車椅子用エレベーターがあります。

9.12(日)は(            )

“経パラ劇場”へ！

【阪急京都線】相川駅下車 徒歩4分
【JR】吹田駅下車 徒歩12分
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〒533-0007大阪市東淀川区相川3丁目10-62※駐車場有
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9,20（敬老の日）
ではありませんので
ご注意ください！！



第 9回 経営パラリンピック大会 

大会テーマ ： 福祉と経営の融合  ～誰もが市民として自由に働ける社会を目指して～ 

○経営パラリンピック大会とは 
福祉事業所において、障害のある人々が、高い集中力と自立の精神から心を込めて作り出す商品やサービスが世の

中から喜ばれ、同時に、働く喜びや生き甲斐を見出している活動、すなわち、「福祉と経営の融合」を実践している優

れた活動を選んで、そこにおける経営の知恵と工夫を発表していただいて、参加者がお互いに学び合い、感動を共有

する大会です。学生主体、現場主義と思いやりの精神に徹した、産学協働活動です。お蔭様で、今年で 9 年連続開

催、昨年までのご発表事業所数50社、バザーご出店事業所数６４社、ご参加者数は2323人です。 

○第 9回大会は 
   平成 22 年 9月 12 日（日） 13時～17時 30分、バザーは 12時～17時 30分、大阪成蹊大学（３F プラムホール） 

今年は、「お客様から喜ばれる商品・サービスづくり」、「努力したい障害者が、生き生きと輝ける就労の場づくり」、

この 2 つが融合して、「誰もが市民として自由に働ける社会」「すべての人が生まれてきてよかったと言える社会」

を目指していく。そのために、個々の事業所が、B 型就労→A 型就労→一般就労へステップアップするための利用

者および職員の人づくりの知恵と工夫を学びあいます。問題解決に役に立ち、みんなに喜んでいただける、そんな大

会にしようと、学生はお客様第一と現場主義の精神で毎日走りまわっています。 

○プログラム（予定） 

11：30 バザー販売開始 

13：00 開会の辞、諸連絡 

     基調講演 ヤマト福祉財団専務理事 早川雅人氏 

14：00 関西障害者国際交流協会  ハオ地域活動支援センター 

15：10              休憩 

15：25 ＥＮＤＥＡＶＯＲ ＪＡＰＡＮ  ジョブサポートセンターRINEN  

16：35 記念品贈呈 

16：40 YKK六甲（株）江口敬一社長による総評 

     当委員会 岸裏理事長のあいさつ 

     閉会の辞、その他 

17：00 終了 

（17：00 ご意見頂戴会） 

○発表事業所紹介 

【特定非営利活動法人  関西障害者国際交流協会  ハオ地域活動支援センター】（尼崎市） 

発表テーマ 「感謝と情熱で仕事をこなす。笑顔とチームワークは国境を超える。」 

 2007 年 4 月中国人や日本人の障害者、さらに多国籍の障害者を支援するために、日本初の多文化共生小規模

作業所としてスタート。人とのふれあいを大切にしつつ、物づくりをはじめアジア薬膳料理教室ほか各種の国際交流

事業を企画。 

 尼崎にある（株）monotaro と（株）日興商会と協力関係を結び、袋詰めやシール貼りの仕事を通じて就労に必要な

基本動作を忠実に身につける。正確で速くに工夫を凝らし不況下でも仕事も増えている。8月に B型移行予定。 

 中国出身の理事長も障害をもっており、経営者であると同時に自らも働く。共に笑い合える明るく楽しい職場作り

に向けて感謝の気持ち、心に響く情熱、チームワークがキーワード。  

当日は楽器「二胡」の練習成果の発表もある。 

【特定非営利活動法人  ＥＮＤＥＡＶＯＲ ＪＡＰＡＮ  ジョブサポートセンターRINEN】（向日市） 

発表テーマ 「独自のステップアップシステム（B→A→企業内作業→企業就職）。失敗してもやりなおせばイイじゃん！」 

 2007 年 4 月リネン事業の企業と連携した就労支援事業所として設立。タオルの折りたたみ作業等を通じて企業就

労に必要な訓練を行う。 勤務体系にシフト制を取り入れたり企業ベースに近い訓練環境で工賃アップも目指す。 

 作業を簡易作業から高度作業へと細分化し、同時に利用者一人一人の能力や考え方を丁寧に観察して、仕事と

利用者を適切に融合、本人の能力アップやチャレンジの意思等でステップアップする。この独自の就労ステップアッ

プシステムの創出により B 型→A 型→企業内作業→企業就職を目指し、仲間でありライバルでもあるということで活

気を生み出す。 

 障害の重い軽い、過去の過ちの経験の有無にかかわらず、やりなおしたい、頑張りたい人を支援する。 

 青少年の就労体験事業（ひきこもり・非行）も行う。 

 
主催  ： NPO法人経営パラリンピック委員会 （主体：大阪成蹊大学・京都産業大学の“どこでもゼミ生” 現役、OB・OG） 

後援  ： 財団法人ヤマト福祉財団、 公益財団法人京都新聞社会福祉事業団、 社会福祉法人産経新聞厚生文化事業団、 

近畿社会就労センター協議会、大阪府社会福祉協議会セルプ部会、 社会福祉法人大阪ボランティア協会、 きょうされん大阪支部、 

きょうされん京都支部、NPO法人大阪障害者雇用支援ネットワーク、 大阪PHP松下哲学研究会、  関西地区本部ＰＨＰ思いやり運動 

協力   ： パナソニック株式会社 エナジー社      協賛 ：大阪成蹊大学現代経営情報学部  

連絡先 ： 大阪成蹊大学 山本憲司研究室   TEL 06－6829－2606   携帯 090－2383－5047   E－mail yamaken@osaka‐seikei.ac.jp 


